
松本ブロック生活排水対策構想 

１ 地理的特徴 

松本市、塩尻市、安曇野市、麻績村、生坂村、山形村、朝日村、筑北村から成る松本地域は、

北アルプスのふもとから県の中央部にかけて広がり、美ヶ原高原、上高地、乗鞍高原など名だ

たる観光地に囲まれています。地域のほぼ中央には槍ヶ岳に源を発する梓川が流れ、これと中

央アルプスに源を発する奈良井川に沿って、松本平、安曇平がひらけています。 

 

２ 生活排水処理とバイオマス利活用の現状と課題 

 

 
 

３ 今後の広域化・共同化計画 

  今後、松本地域においては、以下の施設統合が計画されています。 

・公共下水道の流域下水道への統合（２件） 

・農業集落排水施設の公共下水道への統合（４件） 

・農業集落排水施設２施設の統合（３件） 

・林業集落排水施設の農業集落排水施設の統合（１件） 

・林業集落排水施設２施設の統合（１件） 

バイオマスの利活用については、広域的な汚泥処理について検討を進めていきます。 

【現状】 

松本地域において発生した生活排水は、流域下水道１施設、公共下水道５施設、特

定環境保全公共下水道６施設、農業集落排水施設23施設、林業集落排水施設２施設

及び合併処理浄化槽で処理されています。 

下水道施設から発生した汚泥は、脱水汚泥として県外に搬出され、セメント原料と

して有効利用されるほか、県内において堆肥として利活用されています。 

また、農集排汚泥、浄化槽汚泥及びし尿は、下水道に投入され下水道汚泥としての

集約処理や、民間業者による焼却後埋め立て処分のほか、筑北村の施設では堆肥化さ

れています。 

【課題】 

排水処理施設の老朽化が進んでおり、それに伴う管路及び機器修繕等による維持

管理費の増加が見込まれているため、施設統合等による効率的な運営が必要です。 

平野部においては犀川安曇野流域下水道を中心として公共下水道及び農業集落

排水施設の施設統合が計画されていますが、犀川や梓川の河川横断の手法等につい

て検討する必要があります。 

中山間地においては小規模施設が点在していますが、距離・地形的要因から統合

が困難な施設が多い状況です。新たな管路の整備や逆勾配による圧送施設の新設が

必要となるため、有効的な接続箇所や経済性等の検討が必要です。 

また、人口減少や高齢化の進展による、処理水量の減少及び料金収入の減少が見

込まれるため、業務統合等の経費節減対策による社会情勢の変化への対応が求めら

れます。 
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松本ブロック生活排水処理施設計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統
合
を
検
討 

構想期間 R5(2023)～R34(2052) 

構想策定 

(2010) 

今回の見直し 

(2022) 

短期 

(2027) 

中期 

(2032) 

長期 

(2052) 

構想改定 

(2015) 

安曇野処理区 

松本市 
 梓川処理区 

（特環） 
安曇野市 

 安曇野処理区 

 （公共・特環） 

犀
川
安
曇
野
流
域 

松
本
市 

安
曇
野
市 

塩
尻
市 

将
来
は 

統
合
を
検
討 

生野処理区 
（農集） 

統合 
川西処理区 
（農集） 

統合 

明科処理区 
（公共） 

中村処理区 

（農集） 

押野処理区 
（農集） 

統合 

統合 

宮渕処理区 
（公共） 

両島処理区 

（公共） 

波田処理区 
（公共） 

赤木処理区 

（農集） 

上高地処理区 
四賀処理区 
（特環） 

大野田処理区 

島々処理区 
稲核処理区 
（農集） 

統合 

R5 R3 R6 R7 

R11 

R8 

R8 

R18 

H28 

R 元 

あずさ
センタ
ー 

し尿・
浄化槽
汚泥 

H22 R4 R9 R14 R34 H27 

岩垂処理区 

本洗馬処理区 
（農集） 

塩尻処理区 

（公共） 

小曽部処理区 
（農集） 

宗賀南部処理区 
（農集） 

東山処理区 

（農集） 

勝弦処理区 
贄川処理区 

（農集） 

統合 統合 

楢川処理区 
（特環） 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
５ 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
０ 
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松本ブロック生活排水処理施設計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          H22        H27        R4        R9         R14        R34 

構想期間 R5(2023)～R34(2052) 

構想策定 

(2010) 

今回の見直し 

(2022) 

短期 

(2027) 

中期 

(2032) 

長期 

(2052) 

構想改定 

(2015) 

麻
績
村 

筑
北
村 

下生野処理区 

上生坂処理区 
草尾処理区 
（農集） 

山形村処理区 

（特環） 

生
坂
村 

山
形
村 

朝
日
村 

上井堀処理区 
（農集） 

麻績処理区 

（特環） 

桑山処理区 
（農集） 

統合 

朝日処理区 
（特環） 

東条処理区 
（農集） 

小仁熊処理区 

（農集） 

乱橋処理区 
（農集） 

西条処理区 

（農集） 

真田処理区 
（林集） 

坂井処理区 
（農集） 

中尾処理区 

（林集） 

将
来
は 

統
合
を
検
討 

統合 
将
来
は 

統
合
を
検
討 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
０ 

水
循
環
・
資
源
循
環
の
み
ち
２
０
１
５ 

将
来
は 

統
合
を
検
討 

H28 

R4 

し尿・浄化槽汚泥 
下水道受入 

H31 

し尿等 
受入検討 

統合 

注１：上記は処理場の統廃合のみを示したものであり、保守・管理や広域化・共同化に関する対策等は記載していません。 

注２：中・長期計画については構想段階のものも含めて記載しているため、確定したものではありません。 
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犀川安曇野

明科

押野

川西 生野

中村

麻績村

筑北村

生坂村

安曇野市

松本市

塩尻市

山形村

朝日村

◇：流域下水道施設

□：公共下水道施設

△：特定環境保全公共下水道施設

○：農業集落排水施設

▽：林業集落排水施設

☆：し尿処理施設

：現在（2020→2022）進捗中

：短期、中期計画

：長期的展望

犀川安曇野

宮渕

稲核

四賀

両島

上高地

波田島々

大野田

塩尻

楢川

贄川

宗賀南部 勝弦

東山本洗馬
小曽部

岩垂

山形

朝日

麻績

桑山

下生野

上生坂

草尾

坂井

乱橋

小仁熊
西条

東条

真田
中尾

あずさセンター

塩尻市衛生センター

集

約

計

画

注：中・長期計画の内容は、構想段階

のものも含めて記載しているため

確定したものではありません。

松本ブロック生活排水処理施設マップ
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松本市

安曇野市

流域 1 1 1 1 1 1 1

公共 5 5 5 5 4 3 3

特環 6 6 6 6 6 6 6

農集排 29 25 23 21 17 16 14

その他 2 2 2 2 1 0 0

5

2

37

1

1

0

4

1

1

3

1

3

2

3

1

1

7

7 朝日村

公　共

特　環 1 1 1 1

農集排 0 0 0 0

その他

山形村

公　共

特　環 1 1 1 1

農集排

その他

4 麻績村

公　共

特　環 1 1 1 1

農集排 1 1 1 1

その他

3 安曇野市

公　共 1 0 0 0

特　環

農集排 4 3 2 1

その他

1

農集排

2

公　共 3

2 塩尻市

公　共 1 1

特　環 1 1

農集排 5 2

その他

3

2
1 松本市

その他

1

松本ブロック生活排水処理施設数の推移と計画

市町村 施設種類

今回構想

備考
現状

R4

（2022）

短期

R9

（2027）

中期

R14

（2032）

長期

R34

（2052）

H22

（2010）

H27

（2015）

基準年

R2

（2020）

今までの取組

8 筑北村

公　共

農集排 3 3 3
5 生坂村

公　共

その他

6

2 2

特　環

地域内の

全施設数
全体 35 29 26 24

4

2 1 0 0

2 2

3 3 3 3

1 1

1 1

2 2

3

その他

特　環

5 5 5

特　環

農集排

3 3

1 1

1 1

3 0

1

8 7

3 3

2 2

4 4

1 1

1 1

4 4

流域下水道 1 1 1 1 1 1

43 39

5 5

2 2

1 1

2 2

注１：現状値についてはR4(2022).4.1時点に稼働している施設数を、管理者からの聞取り等により算出し
たものを示しています。

注２：中・長期計画については構想段階のものも含めて記載しているため、確定値ではありません。
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1 松本市

2 塩尻市

3 安曇野市

4 麻績村

5 生坂村

6 山形村

7 朝日村

8 筑北村

1 松本市

2 塩尻市

3 安曇野市

4 麻績村

5 生坂村

6 山形村

7 朝日村

8 筑北村

49.1 61.1平均 40.4 41.1 42.6 44.8

4127 27 29 30 33

28 30 35 35 37 49

39 40 40 41 45

81.4 76.5

99.3

備考

これまでの実績 今後の目標

H23

（2011）

H27

（2015）

R2

（2020）

短期計画

R9

（2027）

中期計画

R14

（2032）

長期計画

R34

（2052）

100

松本ブロックの快適生活率及び経営健全度

市町村

92.2

備考

99.8

短期計画

R9

（2027）

98.6

97.3

99.2

H23

（2011）

H27

（2015）

94.7

96.6

R2

（2020）

快適生活率（％）

これまでの実績 今後の目標

94.8

87.8

95.2

96.6

84.3

90.4

長期計画

R34

（2052）

99.2

99.8

92.4

99.4

98.3

97.5

97.1

82.3 85.9

83.7 84.7

中期計画

R14

（2032）

99.8

88.8

97.8

81.6 83.6 85.8 88.8

97.8 98.0 98.9 100

22

37

31

78.1

92.2

96.7

平均 97.796.395.392.9

市町村

経営健全度（％）【経営状況ポイント】

88.0 90.0

121

53 55 59 62 66 69

86

24 26 27 31 44

92.7

99.4 99.1 99.2 99.3 99.5

85 86 93 102

66

30 27 29 32 36

38 39 41 47 63

注：市町村構想におけるＦ値と異なり、経営状況ポイント【使用料収入／（起債元利償還金＋維持管理
費）】により比較表を作成しています。

注：快適生活率【（下水道等への接続人口＋浄化槽設置人口）／行政人口×100（％）】
により比較表を作成しています。
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松本ブロックバイオマス利活用プラン 
 

○下水道汚泥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農集・浄化槽汚泥、し尿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構想期間 R5（2023）～R34（2052） 

広
域
的
な
汚
泥
集
約
処
理
の
検
討 

R4 R9 R14 R34 

短期(2027) 中期(2032) 長期(2052) 今回見直し 

 

構想期間 R5（2023）～R34（2052） 

民間業者 
セメント原料化・堆肥化 

塩尻市 

民間業者 
堆肥化 

麻績村 

民間業者 
セメント原料化・堆肥化 

朝日村 

広
域
的
な
汚
泥
集
約
処
理
の
検
討 

焼却・埋め立て 

穂
高
広
域
施
設
組
合 

安曇野市 

生坂村 

筑北村 

堆肥化 

坂
井
ゆ
う
き
セ
ン
タ
ー 

筑北村 
(農集・坂井） 

下水道投入 
（麻績処理区） 

麻績村 

他処理区 
受入検討 

（
あ
ず
さ
セ
ン
タ
ー
） 

松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合 

山形村 

松本市 
下水道投入 

（宮渕処理区） 

民間業者 
セメント原料化 

松本市 
消化ガス発電 
（宮渕、両島） 

民間業者 
セメント原料化 

犀川安曇野流域 
消化ガス 

発電 

民間業者 
セメント原料化 

安曇野市 
犀川安曇野流域 
下水道へ統合 

R7 

民間業者 
セメント原料化・堆肥化 

山形村 

塩
尻
市
衛
生
セ
ン
タ
ー 

朝日村 

塩尻市 
下水道投入 

（塩尻処理区） 

R4 R9 R14 R34 

短期(2027) 中期(2032) 長期(2052) 今回見直し 

施設更新・ 
処理体制検討 

注：中・長期計画については構想段階のものも含めて記載しているため、確定したものではありません。 
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犀川安曇野

明科

押野

川西 生野

中村

麻績村

筑北村

生坂村

安曇野市

松本市

塩尻市

山形村

朝日村

犀川安曇野

宮渕

稲核

四賀

両島

上高地

波田島々

大野田

塩尻

楢川

贄川

宗賀南部 勝弦

東山
本洗馬

小曽部

岩垂

山形

朝日

麻績

桑山

下生野

上生坂

草尾

坂井

乱橋

小仁熊
西条

東条 真田

中尾

あずさセンター

塩尻市衛生センター

穂高クリーンセンター

坂井ゆうきセンター

◇：流域下水道施設

□：公共下水道施設

△：特定環境保全公共下水道施設

○：農業集落排水施設

▽：林業集落排水施設

☆：一部事務組合、し尿処理施設等

：集約処理の状況
注：中・長期計画の内容は、構想段階の

ものも含めて記載しているため、

確定したものではありません。

松本ブロックバイオマス利活用マップ
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松本ブロック　広域化・共同化実施メニュー

短期実施計画

松本市 塩尻市 安曇野市 麻績村 生坂村 山形村 朝日村 筑北村 備　　考

犀川安曇野流域下水道 ■ ■

穂高広域施設組合 ■ ■ ■
し尿等処理（穂高クリーン

センター）

公共下水道の流域下水道への統合 ○ － ○ ー ー ー

農業集落排水の流域下水道への統合 ー ー ー ー ー ー

公共下水道同士の統合 ー ー ー ー ー ー

農業集落排水同士の統合 ー ー ー ー ー ー

農業集落排水の公共下水道への統合 ー ○ ○ ー ー ー

農集排汚泥・浄化槽汚泥の下水道受入れ ー ◎ ー ◎ ー ー ◎ ー

し尿の下水道受入れ ー ◎ ー ◎ ー ー ◎ ー

汚泥処理の広域化 ー ー ○ ー ○ ー ー ○

維持管理業務の広域化・共同化 ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ー

水質検査・特定事業所排水指導の共同化 ○ ○ ー ○ ー ー ○ ー

危機管理の共同化 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
災害時支援ルール策定済み

【松本ブロック】

公民連携の推進 ○ ○ ー ー ー ー ー ー

ＤＸの推進 ー ー ー ー ー ー ー ○

人材育成・技術研修等の共同化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中・長期実施計画（将来構想を含む。）

松本市 塩尻市 安曇野市 麻績村 生坂村 山形村 朝日村 筑北村 備　　考

犀川安曇野流域下水道 ■ ■

穂高広域施設組合 ■ ■ ■
し尿等処理（穂高クリーン

センター）

公共下水道の流域下水道への統合 ◎ － ◎ ー ー ー

農業集落排水の流域下水道への統合 ー ー ○ ー ー ー

公共下水道同士の統合 ー ー ー ー ー

農業集落排水同士の統合 ー ー ○ ー ー ○

農業集落排水の公共下水道への統合 ー ○ ー ○ ー ー

農集排汚泥・浄化槽汚泥の下水道受入れ ー ◎ ー ◎ ー ー ◎ ー

し尿の下水道受入れ ー ◎ ー ◎ ー ー ◎ ー

汚泥処理の広域化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

維持管理業務の広域化・共同化 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

水質検査・特定事業所排水指導の共同化 ○ ○ ー ○ ー ー ○ ー

危機管理の共同化 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

公民連携の推進 ○ ○ ー ー ー ー ー ー

ＤＸの推進 ー ー ー ○ ー ー ○ ○

人材育成・技術研修等の共同化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 一部事務組合又は流域下水道の事業範囲

◎ 実施済み

〇 実施予定あり(一部完了で拡大予定を含む。）

― 実施予定なし

該当なし
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